
テーマ︓ 1︓40 → (1︓1)×40 AIが先生の”分身”となる授業
情報デザイン「ポスター制作」の授業で生徒の思考に伴走する生成AI
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を授業のパートナーとして活用する視点を身につけることを目的としました。

2025年10月15日、都立高校教職員を対象に、授業での生成AI活用を学ぶ第6回研修会を実施しました。
東京都立日野高等学校の野村先生による実践紹介を通して、生徒がAIと対話しながら自らの考えを深める
授業づくりを学び、教職員がAIを授業のパートナーとして活用する視点を身につけることを目的としました。
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③都立AIとの対話をふまえて、自作ポスター
の改善点などを具体化
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授業構成

①自分の作製したポスターを都立AIに
読み取らせて制作意図などを説明

②他の生徒のポスターを3点選び、都立AIに読み取
らせて、良いと思った点を対話しながら言語化

◆授業づくりのポイント
・先生とAIの役割を決める
⇒自分ですべてをやろうとせず、
AI任せにしすぎずのバランスが大事

・生徒にAIとやりとりをさせる
⇒AIが1発で出してきたものを鵜呑みにせず、
会話を繰り返していくことが重要

・授業の流れに組み込む
⇒AIメニューのタブを使って、授業の流れ
を円滑化

◆今後どのようにつなげていくかや改善点
・総合的な探究の時間で探求を深めていく
・生徒自身の振り返りで生かす
・「メタ認知」を提案できるプロンプトに
改善する

◆都立AIを使っていなかったら
・紙やFormsで一問一答になっていた
・抽象的な言葉を具体化できなかった



相談モードでAIと対話を進め、対話の途中でも実行モードに切り替えて試行するこ
とで、期待通りになっていない部分をその場で調整でき、時間短縮につながります。
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都立AIナビ︓AIメニュー作り込みTIPSの紹介

ファイル読み込み時の保存相談モード ⇔ 実行モード の切替

相談モード 実行モード

合は、再度ファイルを添付して保存する必要があります。
PDF等のファイルを読み込んでAIメニューを作成する場
合は、再度ファイルを添付して保存する必要があります。


